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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム電位依存性チャネル補助サブユニットガンマ1（CACNG1）ホモサピエンス電位依存性カルシウムチャネルは5つのサブユニットから構成される。この遺伝子によってコードされるタンパク質はこれらのサブユニットの1つであるガンマを表し、2つ知られているガンマサブユニットタンパク質の1つである。この特定のガンマサブユニットは骨格筋1,4-ジヒドロピリジン感受性カルシウムチャネルの一部であり、興奮収縮連関において役割を果たす膜貫通タンパク質である。この遺伝子はPMP-22/EMP/MP20ファミリーの機能的に多様な8メンバータンパク質サブファミリーの一部であり、膜貫通AMPA受容体調節タンパク質（TARP）として機能する2つのファミリーメンバーとともにクラスター内に位置する。[RefSeq提供、2010年12月]、機能：このタンパク質はジヒドロピリジン（DHP）感受性カルシウムチャネルのサブユニットである。興奮収縮連関において役割を果たす。骨格筋DHP感受性Ca(2+)チャネルは、複数のサブユニット複合体としてのみ機能する可能性がある。,類似性：PMP-22/EMP/MP20ファミリーに属する。CACNGサブファミリー。,サブユニット：L型カルシウムチャネルは、α1、α2/δ、β、γの5つのサブユニットから構成される。,組織特異性：骨格筋。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;心筋収縮;肥大型心筋症 (HCM);不整脈性右室心筋症 (ARVC);拡張型心筋症;
	画像データ
	

	CACNG1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCACNG1ペプチドでブロッキングされている。
	

	CACNG1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

